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今回は、第11回（平成17年）環境保全型農業推進コンクールで農林水産大臣賞を受

賞され、現在も環境保全型農業に取り組んでいる、中和元気米クラブ 代表 三船進太郎

さんを訪ね、農業の状況・課題についてお話を伺いました。

中和元気米クラブ

鳥取県との県境450m 岡山県真庭市で山

間地の条件不利地域でも経営が成り立つ付加

価値の高い農業を目指し、有機栽培や特別栽

培など環境保全型農業に意欲的に取り組んで

います。

（受賞時の経営内容）水稲 14ha

農家戸数 9戸

□現在の経営は

現在の経営状況は、水稲14 ha、うち5 haで有機

栽培を行っています。そのうち4 haはチェーン除草、 代表の三船さん

2 haでアイガモ農法に取り組んでいます。他に採卵

鶏400羽を平飼いしています。

□受賞したことで何か変わりましたか

受賞したことにより、有機農業をやめられないと

いう思いと、しっかりとした農業をしないととの自

覚が増しました。

□そもそもなぜ農業をしようと思ったのですか

若い時は、出版社に勤め印刷関係の仕事をしてい

ましたが、30歳を過ぎた頃、都会での暮らしにも飽

きて農業をしたくなり、ふるさとの蒜山へ戻って就

農しました。

その頃は世の中が好景気で周りからは変わり者と

思われてたでしょうね。

□若い頃、異業種で働いていた経験が役立ったことは

デザイン関係の仕事だったから、米袋、名刺や看

板などは自分で書いてますよ。 三船さんデザインの看板
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□有機農業を始めて周囲の反応はどうでしたか

最初は20aから始めましたが、理解されていなか

ったと思います。手間をかけるより慣行農業が楽で

すから。ただ続けているうちに、周りの目が変わっ

たようです。（周りの目が慣れた？）何人かが興味

を示し、有機農業 に取り組む人も出てきましたよ。

□有機栽培のメリットは

米は有機栽培が不可欠！でも自称有機ではダメ！

認証格付けしたものでなければ信頼は得られませ

ん。値段は、安心・安全の評価だと思います。

有機米ということで、農産物の宅配業者、大阪、

愛知の米屋と取引しており販売面での苦労は少ない

と思います。

写真提供：岡山商科大学岸田研究室

□有機栽培の課題は

アイガモ農法は、外敵（カラス、タカ、タヌキ）

から守るためのネットなどの準備に時間がかかり

長続きしない農家が多い。それは、アイガモを単

なる道具と思うか、パートナーと思うかの違いで

すよ。守ろうという気持ちに差が出るからだと思

いますよ。

チェーン除草は、ほ場によってできないところ

があります。アオミドロ、浮草が繁茂する田や沼

地では、からまったり、埋まったりで効率が悪く

なりますからね。

除草用チェーン

□その他の取り組みは

今年から、水稲の前作に大豆の作付を行いまし

た。畑作をすることにより水田雑草が減少しまし

た。また、大豆が窒素固定をして、水稲の生育に

も好影響がありました。課題は、１年しか効果が

無いところですね。

□今後、取り組みたいことは

大豆は、有機栽培に取り組みやすいので、今後

も大豆を栽培し冬の仕事として味噌加工などに取

り組んでみたい。

□これからの課題は

農業の持続性を考えれば、次世代の育成が必ず

除草用チェーン拡げると4 m幅になる 必要です。息子が戻って農業をしているが、近くに

は他に若い農業者がいない、どの組織でも若い者が

育たないと衰退する。


